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対象となる土砂災害に対して土砂移動の評

価・対策工の検討を行い、その効果をシステ

ムによるシミュレーションにて再評価します

お
問
い
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わ
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業務内容

【現地調査】

現地調査は、土砂災害の原因となる地質的

な問題点を抽出するため、地形勾配及び地層

の種類、地質構造、岩の硬さ、亀裂状況、岩

盤の風化、変質、断層の有無及びその性状規

模、堆積土砂の土質性状、地すべり崩壊地の

分布状況、湧水等に着目して実施します。

【地質解析検討】

現地調査の結果を基に地質平面および断面

図を作成し、下記項目について整理します。

1)地質的問題点の抽出

2)斜面の安定度の評価

3)詳細調査の必要性検討及び調査計画

4)対策工実施の優先度の評価

5)対策工法の選定（概略）

6)概算費用の算出

上記検討結果を基に提案した対策工を考慮

して「土砂災害警戒区域等設定支援システ

ム」を用いて、シミュレーションを行い、特

別警戒区域（レッドゾーン）の指定解除に向

けたチェックを行います。

【その他】 対象斜面の全体状況を把握するた

め、必要に応じてマルチコプターによる空中

写真撮影を行います。
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現 地 調 査

資 料 収 集 ・ 整 理

地 質 解 析 検 討

資 料 整 理 と り ま と め

計 画 ・ 準 備

特別警戒区域と指定された箇所を対象とし
て、現地調査を実施する。

①急傾斜地の崩壊 ②土石流 ③地すべり

各箇所の現地状況を整理した調書の作成を
行う。その後、それらの結果を踏まえて下記の
検討を行う。

1)地質的問題点の抽出
2)斜面の安定度の評価
3)詳細調査の必要性および調査計画
4)対策工実施の優先度の評価
5)対策工法の選定（概略）
6)概算費用の算出

システムによるシミュレーション

現地調査結果をもとに提案した対策工を考
慮して、システムを用いてシミュレーションを行
い、対策工の効果についてチェックを行う。

・土砂法基礎調査データ
・地形図、空中写真、等

≪関係機関協議≫
都道府県

※対策工法の妥当性

等について協議

≪関係機関協議≫
都道府県

※基礎データ、システ
ムライセンスの借用

地質調査（詳細）

設計（予備・詳細）

対 策 工 事

土砂法に基づく基礎調査
（指定解除）

技 術 概 要

平成 11 年 6 月、集中豪雨による広島土砂災害を

契機として「土砂災害防止法」が平成 13 年 4月

より施行されました。この法律は土砂災害から国

民の生命を保護するために、土砂災害が発生する

恐れがある区域を明らかにし、避難体制の整備や

一定の開発行為を制限し、建築物の構造の規制に

関する措置を定められたものです。各都道府県で

はこの法律に基づき、土砂災害警戒区域及び土砂

災害特別警戒区域を指定しています。

弊社では、これらの指定された箇所を対象とし

て現地調査を行い、特別警戒区域の指定解除に向

けた、斜面の安定度の評価～対策工検討～システ

ムによる対策工のシミュレーションまでの一連の

検討・基礎資料作成を行います。


